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時
価
総
額
は
一
時
200
億
円
台

陸
運
業
界
の
公
開
企
業
の
中
で
は
、
日

本
通
運
、
ヤ
マ
ト
運
輸
、
西
濃
運
輸
に
続
き
、

第
四
位
の
売
り
上
げ
規
模
（
二
〇
〇
〇
年

度
の
連
結
売
上
高
は
約
三
五
〇
〇
億
円
）
を

誇
る
が
、
こ
の
数
年
間
利
益
や
株
価
水
準
で
、

同
業
他
社
に
比
べ
圧
倒
的
に
出
遅
れ
て
し
ま

っ
た
感
が
あ
っ
た
。
過
去
の
ピ
ー
ク
時
価
総

額
（
＝
株
価
×
発
行
済
株
式
数
）
は
二
〇

〇
〇
億
円
超
で
あ
っ
た
が
、
一
時
は
二
〇
〇

億
円
程
度
に
ま
で
縮
小
し
た
。

九
一
年
度
に
過
去
の
ピ
ー
ク
営
業
利
益

二
一
〇
億
円
台
を
達
成
し
た
時
に
は
、
そ
の

約
半
分
の
一
一
〇
億
円
が
機
工
事
業
か
ら

生
み
出
さ
れ
、
他
部
門
の
業
績
も
堅
調
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
景
気
後
退
に
よ
る
粗
鋼

生
産
量
減
、
プ
ラ
ン
ト
輸
出
減
、
建
設
事
業

の
採
算
悪
化
な
ど
事
業
環
境
の
逆
風
を
遮
る

こ
と
に
遅
れ
て
、
九
九
年
度
の
営
業
利
益
は

約
六
七
億
円
と
、
ピ
ー
ク
利
益
の
三
分
の
一

の
水
準
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

同
時
に
配
当
も
無
配
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

時
価
総
額
低
迷
の
主
な
要
因
で
、
株
式
市

場
か
ら
は
経
営
の
継
続
性
に
対
す
る
警
告
シ

グ
ナ
ル
が
出
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
同
社
は
こ
う
し
た
苦
境

を
バ
ネ
に
事
業
構
造
改
革
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
こ
の
一
〜
二
年
は
改
革
の
成
果
も
出

始
め
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
営
業
利
益
は
八

四
億
円
（
前
年
比
二
五
％
増
）
と
な
っ
た
。

株
価
も
一
時
の
低
水
準
か
ら
脱
出
し
、
現

在
の
時
価
総
額
は
四
〇
〇
億
円
強
（
八
月

末
現
在
）
ま
で
回
復
し
た
。
日
本
通
運
の

五
五
〇
〇
億
円
強
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
一
兆

一
〇
〇
〇
億
円
強
、
西
濃
運
輸
の
一
一
〇

〇
億
円
強
と
比
べ
る
と
見
劣
り
す
る
が
、
業

績
の
底
打
ち
感
が
見
え
て
き
た
こ
と
で
、
資

本
市
場
で
は
好
感
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇

年
三
月
以
降
は
中
期
経
営
計
画
の
公
表
及

び
Ｉ
Ｒ
活
動
に
も
積
極
的
で
、
外
部
投
資

家
の
関
心
度
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
社
内
で

の
意
識
改
革
に
も
変
化
が
顕
れ
て
い
る
よ
う

だ
。

３
Ｐ
Ｌ
と
３
Ｐ
Ｍ
が
柱

基
本
戦
略
の
柱
は
物
流
事
業
の
３
Ｐ
Ｌ

（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）
と

機
工
事
業
の
３
Ｐ
Ｍ
（
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
の
二
つ
で
あ
る
。
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
仕
組
み
を

構
築
す
る
一
方
で
、
雇
用
体
制
の
見
直
し
な

ど
コ
ス
ト
構
造
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

３
Ｐ
Ｌ
事
業
で
は
、
素
材
メ
ー
カ
ー
な
ど

の
構
内
物
流
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
す

る
か
た
ち
で
受
注
拡
大
を
図
ろ
う
と
い
う
戦

略
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と

ア
ジ
ア
地
域
を
中
心
と
す
る
国
際
物
流
網
や

新
物
流
情
報
シ
ス
テ
ム
を
武
器
に
、
業
務
を

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
な

い
海
外
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
託
を
狙
っ
て
い

る
。メ

ー
カ
ー
の
調
達
・
構
内
物
流
ば
か
り
で

な
い
。
最
終
的
に
は
、
国
内
外
の
エ
ン
ド
ユ

ー
ザ
ー
に
至
る
ま
で
の
物
流
を
取
り
込
ん
で

い
こ
う
、
と
い
う
構
想
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
中
国
を
中
心
に
築
い
て
き
た
海
外
物
流
拠

点
、
グ
ル
ー
プ
全
体
を
含
め
て
三
六
〇
カ
所

ほ
ど
あ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
実
現

の
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
特
に
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
な
ど
に
よ
る

輸
送
需
要
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
中

長
期
的
な
収
益
を
牽
引
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

一
方
、
３
Ｐ
Ｍ
事
業
で
は
鉄
鋼
・
石
油
・

化
学
メ
ー
カ
ー
の
プ
ラ
ン
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

関
連
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
ニ
ー
ズ
囲
い
込

み
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
メ
ー
カ
ー
の
多

く
は
こ
れ
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
子
会

社
や
関
連
会
社
に
委
託
し
て
き
た
が
、
規
制

緩
和
で
定
期
修
繕
の
期
間
が
二
年
か
ら
四

年
に
延
び
た
こ
と
を
背
景
に
、
山
九
の
よ
う

な
専
業
者
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
傾
向

第7回

山
　
九

山
九
が
構
造
改
革
の
積
極
化
で
息
を
吹
き
返
し
つ
つ
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
企
業
の

再
編
な
ど
リ
ス
ト
ラ
策
を
進
め
る
一
方
で
、
３
Ｐ
Ｌ
と
３
Ｐ
Ｍ
に
経
営
資
源
を
集

中
さ
せ
る
戦
略
が
株
式
市
場
か
ら
の
評
価
さ
れ
、
低
迷
を
続
け
て
い
た
時
価
総
額

は
四
〇
〇
億
円
台
に
ま
で
回
復
。
二
〇
〇
〇
年
度
の
営
業
利
益
は
八
四
億
円
に
ま

で
戻
っ
た
。
不
採
算
の
続
く
建
設
事
業
の
テ
コ
入
れ
が
当
面
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
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は
カ
バ
ー
出
来
な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
い
る
。
建
設
事
業
が
他
部
門
の
業
績
改

善
効
果
を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、

事
業
継
続
を
含
め
た
抜
本
的
な
対
策
を
早

急
に
打
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
強
化
で
あ

る
。
連
結
ベ
ー
ス
の
有
利
子
負
債
一
四
〇

〇
億
円
強
、
株
主
資
本
比
率
八
・
九
％
と

い
う
水
準
、
か
つ
配
当
が
無
い
と
い
う
現
状

は
、
年
金
資
産
な
ど
を
運
用
し
て
い
る
保
守

的
な
機
関
投
資
家
に
と
っ
て
、
中
長
期
的

な
ス
タ
ン
ス
で
株
式
を
保
有
す
る
に
は
リ
ス

ク
が
低
い
と
は
言
い
難
い
。
年
度
ご
と
の
フ

ロ
ー
の
利
益
を
安
定
・
改
善
さ
せ
る
と
同
時

に
、
資
本
強
化
と
い
う
点
で
も
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
や
金
融
ス
キ
ー
ム
の
導
入
な
ど
、
何
ら
か

の
対
応
施
策
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。

株
主
資
本
比
率
の
向
上
と
復
配
と
い
う
ハ

ー
ド
ル
を
克
服
で
き
れ
ば
、
リ
ス
ク
許
容
度

の
高
く
な
い
投
資
家
で
も
、
銘
柄
選
別
の
対

象
と
し
て
選
別
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

同
社
の
リ
ス
ト
ラ
の
成
否
は
、
必
ず
し
も

成
長
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
言
え
な
い
事
業

分
野
を
保
有
す
る
企
業
や
、
緻
密
な
リ
ス
ト

ラ
計
画
の
策
定
に
苦
悩
し
て
い
る
企
業
に
と

っ
て
参
考
と
な
る
点
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
の
物
流
の
原
点
を
感
じ
な
が
ら
、

物
流
産
業
が
ど
の
よ
う
に
蘇
生
し
て
い
く
か

を
捉
え
る
こ
と
の
出
来
る
、
ひ
と
つ
の
事
例

に
成
り
得
る
か
は
、
中
村
公
一
社
長
の
経
営

手
腕
に
掛
か
っ
て
い
る
。
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が
強
ま
っ
て
い
る
。
外
注
化
に
よ
っ
て
補
修

費
削
減
や
設
備
稼
働
率
の
向
上
が
可
能
に

な
る
か
ら
だ
。

山
九
に
と
っ
て
も
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術

を
駆
使
し
て
企
画
段
階
か
ら
施
工
管
理
ま
で

を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
市
場
そ
の
も
の
は
拡
大
し
な
い
ま
で
も
、

市
場
内
で
の
シ
ェ
ア
拡
大
を
図
る
こ
と
で
安

定
収
益
の
源
泉
と
な
る
だ
ろ
う
。
総
花
的
に

物
流
事
業
の
拡
大
を
志
向
す
る
の
で
は
な
く
、

ニ
ッ
チ
な
得
意
分
野
に
経
営
資
源
を
集
中
し

て
い
く
施
策
は
、
結
果
的
に
投
下
資
本
利
益

率
の
改
善
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
は
ず
だ
。

建
設
事
業
の
テ
コ
入
れ
不
可
欠

コ
ス
ト
構
造
改
革
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
労
務
外
注
の
標
準
化
、
支
払

方
法
の
見
直
し
、
シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
に
よ

る
購
買
費
や
外
注
費
の
削
減
、
給
与
・
賞

与
体
系
の
見
直
し
に
よ
る
総
固
定
費
の
圧

縮
、
寮
や
社
宅
、
遊
休
資
産
の
売
却
に
よ

る
資
産
の
ス
リ
ム
化
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
は
作
業
専
門
会
社

の
設
立
や
グ
ル
ー
プ
企
業
の
再
編
、
グ
ル
ー

プ
内
事
務
部
門
の
集
約
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

今
後
は
、
外
注
生
産
性
の
向
上
や
資
材

費
単
価
の
削
減
、
事
業
特
性
に
合
わ
せ
た

雇
用
体
系
の
検
討
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

活
用
な
ど
に
よ
る
雇
用
の
多
様
化
を
図
り
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
及
び
資
産
効
率
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
計
画
を
打
ち
出
し
て
い

る
。た

だ
し
、
将
来
の
課
題
も
少
な
く
な
い
。

第
一
に
、
採
算
の
悪
い
建
設
事
業
の
テ
コ
入

れ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
前
期
も
部
門
別
営
業

利
益
の
赤
字
幅
が
拡
大
し
て
お
り
、
事
業
環

境
を
鑑
み
て
も
、
単
純
な
リ
ス
ト
ラ
施
策
で

2001年3月期の業績 

売上高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

350,089 

8,403 

5,433 

△25,053

8.9 

25.4 

108.6 

―― 

（百万円） （％） 前年比伸び率 

出典：Yahoo! JAPAN

出来高（千株）

株価（円）

過去５年間の株価と出来高の推移
1996年10月～2001年9月


